
在
庫
圧
縮
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
改
善
の
要
請

昨
今
の
燃
料
費
高
騰
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題

に
端
を
発
す
る
金
融
危
機
等
に
よ
り
、
世
界

経
済
は
混
迷
を
深
め
て
お
り
、
国
内
経
済
に

も
不
安
の
影
を
落
と
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八

年
九
月
十
八
日
付
の
日
経
新
聞
に
よ
れ
ば
、

主
要
企
業
の
二
〇
〇
八
年
四-

六
月
期
の
営

業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
は
前
年
同
期
に
比
べ
三

七
％
も
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
主
な
原
因
は
、

内
外
の
景
気
減
速
で
販
売
が
伸
び
悩
ん
で
い

る
う
え
、
資
源
高
で
在
庫
が
膨
ら
ん
で
い
る

た
め
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
も
金
融
危

機
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
拡
大
し
続
け
て
お
り
、
多

く
の
企
業
に
と
っ
て
、
在
庫
圧
縮
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
改
善
の
取
り
組
み
が
急
務
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

在
庫
圧
縮
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
改
善
の
新
た
な

手
法
の
一
つ
で
あ
る「
3
P
L（
注
1
）フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
」を
ご
紹
介
し
た
い
。

3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

概
要
と
メ
リ
ッ
ト

3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
は
、「
3
P
L
事
業

者
が
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
バ
イ
ヤ
ー
と
の
間
に

入
っ
て
在
庫
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
な
い
し
バ
イ
ヤ
ー
の
在
庫
圧
縮
を
実

現
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
図
1
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
型
の
製
造
業

を
例
に
と
る
と
、
通
常
の
調
達
物
流
に
お
い

て
は
、
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー（
バ
イ
ヤ
ー
）が
部

品
メ
ー
カ
ー（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）か
ら
部
品
を

調
達
〜
在
庫
と
し
て
保
有
し
、
自
社
製
品
の

製
造
を
行
う
。

3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
導
入
す
る
と
、
3

P
L
事
業
者
が
在
庫
管
理
の
み
な
ら
ず
、
部

品
を
一
旦
買
い
取
り
、
資
産
と
し
て
保
有
す

る
。
そ
の
結
果
、
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
在
庫
が

削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
セ
ッ
ト

メ
ー
カ
ー
は
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
だ
け

の
部
品
を
3
P
L
事
業
者
か
ら
購
入
す
れ
ば

よ
く
、
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
生
産
を
、
保

有
在
庫
を
増
や
す
こ
と
な
く
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る（
注
2
）。

3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
似
た
ス
キ
ー
ム
で
、

近
年
、
V
M
I（
注
3
）と
い
う
手
法
も
存
在
す

る
。
V
M
I
の
場
合
は
、
3
P
L
事
業
者
で
は

な
く
、
部
品
メ
ー
カ
ー
が
セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の

工
場
に
隣
接
し
た
倉
庫
に
部
品
在
庫
を
保
有

し
、
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
納
入
を
実
現
す

る
形
態
と
な
る
。
V
M
I
は
電
子
部
品
業
界

を
中
心
に
導
入
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き

て
い
る
が
、
部
品
メ
ー
カ
ー
側
の
在
庫
負
担
が

増
す
、
と
い
う
点
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
V
M
I
を
実
施
し
て
い
る（
な
い
し

は
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
）取
引
に
お
け
る

部
品
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
も
、
3
P
L
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
は
有
効
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
3
P
L
事
業

者
が
部
品
メ
ー
カ
ー
の
在
庫
負
担
を
肩
代
り

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
売
掛
サ
イ
ト
の
短

縮
化
に
つ
な
が
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
改
善
に

も
貢
献
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
顧
客
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

（
バ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
か
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る

か
等
）や
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
用
方
法
を
想
定
し
得
る
サ
ー
ビ
ス
と
な

っ
て
い
る
。

国
内
の
主
な

3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
提
供
事
業
者

国
内
で
は
、
最
大
手
の
日
通
を
筆
頭
と
し

た
物
流
企
業
や
大
手
総
合
商
社
を
中
心
に
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
現
れ
て
き
て
い
る

（
図
2
参
照
）。

日
通
グ
ル
ー
プ
や
ヤ
マ
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
と
い
っ
た
物
流
企
業
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ル
ー
プ

内
に
金
融
子
会
社
を
設
立
し
、
当
該
子
会
社

を
関
与
さ
せ
る
こ
と
で
、
3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
ス
キ
ー
ム
を
実
現
し
て
い
る
。
同
じ
く
物

流
企
業
で
は
、
ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
傘
下
の
D
H
L

が
G
E
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
手
を
組
み
、
日
本
国
内

に
お
い
て
も
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。

大
手
総
合
商
社
で
は
、
三
井
物
産
が
自
動

車
部
品
メ
ー
カ
ー
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
て
お
り
、
今
後

も
拡
張
し
て
い
く
方
針
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
オ
リ
ッ
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
は
、
自
グ
ル

ー
プ
の
保
有
す
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
資
産
や
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
3

P
L
事
業
者
で
あ
る
船
井
総
研
ロ
ジ
と
組
ん

で
サ
ー
ビ
ス
提
供
し
て
い
る
。

3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
事
例

実
際
の
サ
ー
ビ
ス
導
入
事
例
と
し
て
、
三

井
物
産
の
ケ
ー
ス
を
ご
紹
介
し
た
い（
図
3
参

照
）。
本
ケ
ー
ス
で
は
、
日
系
T
i
e
r
1（
注
4
）

の
グ
ロ
ー
バ
ル
V
M
I
に
、
3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

の
ス
キ
ー
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

従
来
、
当
該
T
i
e
r
1
は
、
T
i
e
r
2（
注

5
）か
ら
購
入
し
た
部
品
を
日
本
国
内
で
取

り
纏
め
、
メ
キ
シ
コ
工
場
に
輸
出
し
た
後
、
現

地
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
納
品
し
て
お
り
、
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
負
担
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
国
内
の
調
達
か
ら
現
地
工
場
に
納
品
す
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3PL
ファイナンス

金融と物流の
融合による
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（注1）3PL＝3rd Party Logistics：企業の流通機能全般を一括して請け負うアウトソーシング・サービス。
（注2）本コーナーでは「3PLファイナンス」と銘打ってはいるが、必ずしも3PL事業者でなくても、通常の物

流企業が同様の機能を果たすことも有り得る。
（注3）VMI＝Vendor Managed Inventory：ベンダー主導型在庫管理。
（注4）Tier 1→自動車メーカーと直取引している一次部品メーカー。
（注5）Tier 2→Tier 1と取引している孫請けメーカー。
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日
本
経
済
新
聞
朝
刊
、
二
〇
〇
八
年
九
月
十
八

日「
月
刊
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
ビ
ジ
ネ
ス
」（
ラ
イ
ノ
ス
・

パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）、
二
〇
〇
六
年
十
一
月

各
社（
日
通
・
日
通
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
・
ヤ
マ
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
、
D
H
L
ジ
ャ
パ

ン
、
三
井
物
産
、
オ
リ
ッ
ク
ス
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

る
ま
で
の
在
庫
を
資
産
と
し
て
保
有
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ス
キ
ー
ム

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
T
i
e
r
1
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
取
引
に
お
け
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
負
担
を

軽
減
す
る
と
と
も
に
保
有
在
庫
も
圧
縮
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
T
i
e
r
2
に
と
っ
て

も
、
当
該
ス
キ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
海
外
拠
点
を

設
け
ず
に
、
か
つ
物
流
管
理
負
担
の
増
加
や

在
庫
現
金
化
の
遅
れ
を
回
避
し
な
が
ら
、
T

i
e
r
1
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

実
際
の
3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
導
入
に
当

っ
て
は
、
自
社
の
S
C
M（S

u
p
p
ly
C
h
ain

M
an
ag
em
en
t

）戦
略
の
施
策
の
一
環
と
し

て
検
討
す
る
の
が
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
流
れ

で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
、
3
P
L
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
を
導
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
事
業
者

選
定
〜
導
入
と
進
ん
で
い
く
手
順
と
な
る
。

い
ず
れ
の
3
P
L
事
業
者
に
し
て
も
、
3
P

L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
提
供
開
始
し
て
か
ら
、
ま

だ
日
が
浅
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
が
成
熟
し
て
く

る
に
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
在
庫
圧
縮
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー
改
善
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
昨
今
の
状

況
に
お
い
て
、
3
P
L
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
有
効
な

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
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